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さ
て
私
は
昭
和
六
年
大
連
生
ま
れ
、
横
浜
正
金
銀
行
に
勤
め
る
父
の
転
勤
で

大
陸
各
地
を
移
り
住
ん
だ
が
、
何
時
も
白
系
ロ
シ
ア
人
が
近
く
に
い
た
。
白
系

ロ
シ
ア
人
の
母
親
と
幼
い
娘
の
二
人
家
族
を
わ
が
家
に
同
居
さ
せ
た
こ
と
も
あ

る
。
母
親
が
外
出
す
る
時
は
、
私
の
母
が
幼
い
娘
を
預
っ
て
面
倒
を
み
て
い
た

も
の
だ
。
最
後
に
住
ん
だ
わ
が
家
は
大
連
市
南な
ん
ざ
ん
ろ
く

山
麓
楓
町
（
今
は
楓
林
街
）
に

あ
っ
た
が
、
こ
の
家
の
周
囲
に
は
比
較
的
め
ぐ
ま
れ
た
白
系
ロ
シ
ア
人
の
家
庭

が
多
か
っ
た
。
筋
む
か
い
は
、
二
人
の
少
女
の
い
る
一
家
で
、
レ
コ
ー
ド
の
音

が
道
を
こ
え
て
時
々
な
が
れ
て
き
た
。
そ
の
曲
は
何
時
も
き
ま
っ
て
、
ワ
ル
ツ

「
ド
ナ
ウ
河
の
さ
ざ
な
み
」
で
あ
っ
た
。
道
で
会
釈
を
交
わ
す
位
で
あ
っ
た
が

何
と
な
く
暗
く
哀
し
い
気
配
を
身
に
ま
と
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い

て
い
た
。
彼
ら
が
国
の
な
い
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の
心

の
中
の
怯
え
ま
で
推
し
量
る
力
は
、
少
年
の
私
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
年
八
月
、
大
連
市
も
ソ
連
軍
機
甲
部
隊
に
占
領
さ
れ
た
。
白
系
ロ

シ
ア
人
の
多
く
が
ソ
連
政
治
警
察
の
取
り
調
べ
を
受
け
、
そ
の
一
部
は
処
刑
さ

れ
た
と
聞
く
。
私
の
、
同
窓
生
Ｎ
君
の
父
親
は
逮
捕
さ
れ
す
ぐ
銃
殺
さ
れ
た
。

Ｎ
君
の
母
親
は
日
本
人
で
あ
る
が
、
父
親
は
白
系
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
。
或
い

は
白
衛
軍
の
戦
士
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
、
私
た
ち
の
社
会
福
祉
法
人

の
理
事
に
、
工
学
博
士
表
雄
一
氏
が
い
る
。
彼
は
、
大
連
の
小
学
校
中
学
校
何

れ
も
私
と
同
級
で
、
今
は
畏
友
で
あ
る
。
悲
劇
の
Ｎ
君
の
家
は
、
表
君
の
家
の

近
く
に
あ
っ
た
。
人
生
は
互
い
に
不
思
議
な
糸
で
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ス
タ
ル
ヒ
ン
一
家
の
よ
う
に
、
必
死
に
、
日
本
に
助
け
を
求
め
た
亡
命
者
が

沢
山
い
た
と
い
う
時
代
へ
、
時
に
は
思
い
を
馳
せ
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。

（
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

　

回
想
シ
リ
ー
ズ
の
つ
づ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
度
は
白
系
ロ
シ
ア
人
と
い
う
哀

し
い
人
た
ち
の
こ
と
を
書
い
て
お
き
た
い
。
旧
満
州
で
の
私
の
一
家
に
と
っ
て

か
な
り
身
近
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
過
日
数
人
の
男
子
大
学
生
グ
ル
ー
プ

に
、「
白
系
ロ
シ
ア
人
と
は
ど
う
い
う
人
た
ち
を
指
す
の
か
知
っ
て
い
る
か
」

と
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
一
人
も
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
で
は
「
ス
タ
ル
ヒ
ン
は
」

と
訊
ね
た
ら
、
ロ
シ
ア
人
の
大
投
手
で
日
本
の
プ
ロ
野
球
で
活
躍
し
、
旭
川
の

球
場
に
は
ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
と
い
う
名
が
付
い
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
お
よ
そ

知
っ
て
い
た
。
然
う
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ス
タ
ル
ヒ
ン
は
、
ロ
シ
ア
革
命
に
際
し

て
の
亡
命
者
だ
か
ら
、
日
本
で
は
白
系
ロ
シ
ア
人
と
よ
ぶ
の
で
あ
る
。

　

ス
タ
ル
ヒ
ン
は
一
九
一
六
年
生
ま
れ
、
父
親
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
は
ロ
マ
ノ
フ

王
朝
の
貴
族
で
あ
り
将
校
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
に

際
し
、
一
家
の
生
き
の
び
る
道
は
国
外
脱
出
し
か
な
か
っ
た
。
幼
い
ス
タ
ル
ヒ

ン
を
連
れ
て
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
シ
ベ
リ
ア
横
断
の
末
、
ハ
ル
ビ
ン
に
辿
り
着

き
、
一
九
二
五
年
漸
く
日
本
へ
亡
命
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ス
タ
ル
ヒ
ン
は
日
本

プ
ロ
野
球
界
で
成
功
し
通
算
三
百
三
勝
八
十
三
完
封
（
歴
代
一
位
）
と
い
う
記

録
を
打
ち
立
て
る
。
だ
が
四
十
歳
の
若
さ
で
交
通
事
故
死
、
最
後
ま
で
日
本
の

国
籍
を
も
ら
え
な
か
っ
た
が
日
本
を
愛
し
て
い
た
と
い
う
。

　

つ
ま
り
白
系
ロ
シ
ア
人
と
は
、
一
九
一
七
年
の
十
月
革
命
後
ソ
ビ
エ
ト
政
権

と
相
容
れ
ず
に
祖
国
を
逃
れ
た
ロ
シ
ア
人
の
総
称
で
あ
る
。
白
ロ
シ
ア
と
よ
ば

れ
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
が
あ
る
が
関
係
は
な
い
。
赤
軍
（
革
命
軍
）
に
抗
戦

し
た
人
た
ち
を
白
軍
（
白
衛
軍
）
と
よ
ん
だ
た
め
、
日
本
で
は
白
系
ロ
シ
ア
人

と
い
う
言
い
方
が
定
着
し
た
の
だ
。
し
か
し
帝
政
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
の
殆

ど
が
迫
害
さ
れ
た
か
ら
、
国
外
脱
出
者
の
数
は
ど
ん
ど
ん
膨
れ
上
が
っ
た
。
更

に
革
命
過
程
で
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
（
ソ
連
共
産
党
）
の
一
党
独
裁
路
線
に
敗
れ
た

メ
ン
シ
ェ
ビ
キ
の
中
に
も
逃
避
す
る
者
が
あ
っ
て
、
亡
命
総
数
は
旧
満
鉄
の
調

査
に
よ
れ
ば
約
二
百
五
十
万
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
二
百
五
十
万
の
ロ
シ
ア
人
が

旧
満
州
、
日
本
、
北
ア
メ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
世

界
各
地
に
散
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
祖
国
を
追
わ
れ
た
人
々

会
　
長

森

下

達

也

伊
賀
市
社
会
事
業
協
会
　

社
会
福
祉
法
人

−記憶の中の風景『竹馬』−
松田 昇 写真集「風土記」より
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梨
ノ
木
園
で
は
、
春
と
秋
の
心
地
よ
い
時

期
を
選
ん
で
、
外
出
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
」
の
皆
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
施
設
周
辺
の
散
歩
に
行

き
ま
す
。

　

春
の
陽
気
が
清
々
し
い
日
、『
芭
蕉
の
森

ふ
る
さ
と
公
園
』
ま
で
散
歩
に
行
き
ま
し
た
。

道
中
に
は
菜
の
花
が
鮮
や
か
に
咲
き
、
八
重

桜
、
ミ
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
等
の
花
々
が
優
し
く
春

を
告
げ
て
い
ま
し
た
。
公
園
に
着
い
て
か
ら

は
、
自
然
の
中
で
俳
句
を
詠
む
方
、
童
心
に

返
っ
て
ブ
ラ
ン
コ
を
漕
ぐ
方
な
ど
、
本
当
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

気
候
の
良
い
時
期
に
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
の
散
歩
は
、
ご
利
用

者
の
方
々
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
奉
仕
を
い
た
だ
い
て
い
る
ミ
ッ
ク
ス
ジ

ュ
ー
ス
の
皆
様
に
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

 
自
然
散
策 

︱ 

優
し
い
陽
射
し
に
包
ま
れ
て 

︱

 

　
　
　
　
　
　
　
　
盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梨
ノ
木
園    

　「皆でお花見がしたい」というご利用者の声に応え、つつじ散
策を計画しました。「喫茶」と「お弁当」の２コースから、みな
さんに希望のコースを選んでいただきました。
　「喫茶コース」の方々は、『しらさぎ公園』に出かけました。つ
つじや藤、さつきが香る小径を散策し、花飾りを作りました。青
空の下で食べるケーキはおいしさ倍増、あっという間になくなり
ました。
　「お弁当コース」の当日はあいにくの雨、公園散策の予定を変
更して園内でお弁当を食べました。外に行けないのは残念でした
が乾杯し、あちらこちらで笑顔と会話の花が咲きました。両コー
スともに、花に負けないくらいの素敵な笑顔が満開になりました。

快晴の下、園外散歩

ほっとひといき

花よりすてきな笑顔 
身体障害者支援施設梨丘園

園内でお弁当をたのしむご利用者（「お弁当コース」の皆様）

静養室の拡張改修工事が
完成しました

特別養護老人ホーム第二梨ノ木園

　昨年度の梨ノ木診療所の新築移転に

ともない、従来の診療所の医務室機能

は残し、狭かった静養室部分の拡張改

修工事を実施しました。

　新しくなった静養室は広く明るくな

り、スタッフルームに近いという利便

性を活かし、重篤な方や、感染症の疑

いのある方の介護に使用します。ご利

用対象者がいない場合には、面会室と

してもご利用していただけます。

　さらに、施設での終末期の介護の際

には、ご家族の希望により複数名でも

付き添っていただけるようになりまし

た。また、久しぶりに枕を並べてゆっ

くりと話をしたい等のご希望がありま

したら、ご利用者と共に宿泊していた

だけますので、お問い合わせ下さい。

☎0595-24-3030

静かにおすごしいただける部屋に改修
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
ご
利
用
者
の
皆
様
に
、

よ
り
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

去
る
五
月
二
十
日
に
は
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
「
プ
チ
・
バ
ー
バ
ー
」
と
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
は
あ
と
＆
は
あ
と
」
の
皆

様
に
ご
来
園
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
故
郷
」「
あ

ざ
み
の
歌
」
な
ど
、
ご
利
用
者
が
よ
く
ご
存

知
の
曲
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
っ
て
ラ

ウ
ン
ジ
に
流
れ
ま
し
た
。
一
緒
に
口
ず
さ
む

方
も
あ
り
、
一
曲
ご
と
に
拍
手
が
わ
き
、
ま

る
で
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
い
る
よ
う
で
し

た
。

　新緑がまぶしい５月１日、第二梨ノ木園は29回目の開園記念日
を迎えました。
　園長の開園当時の懐かしい話を皮切りに記念行事が始まりまし
た。続いて、大きなサイコロをご利用者お二人に仲良く振ってい
ただき、出た目によって、開園の昭和56年以降のニュースや流行
などの世相を発表しました。ご利用者が「あー、そんな事もあっ
たなぁ」と、懐かしく振り返っておられるのが印象的でした。

　最後に皆さんのリクエストで、「リン
ゴの唄」を合唱し、たいへん盛り上が
りました。
　来年は開園30年を迎えます。今後と
もご利用者の皆様に安心して心豊かな
生活を送っていただける施設づくりを
心がけたいと思います。

　

ま
た
、
紙
芝
居
と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
も
大

好
評
で
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
は
ご

利
用
者
と
職
員
一

同
か
ら
の
お
礼
を

込
め
た
拍
手
が

い
つ
ま
で
も
続

き
、「
楽
し
か
っ

た
、
ま
た
来
て
ほ

し
い
」
と
の
お
声

が
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
様
々

な
催
し
を
計
画
中

で
、
次
回
は
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
生
演
奏

を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
し
の
き
　

共に歩んだ29年 …開園記念の集い…
特別養護老人ホーム第二梨ノ木園

パネルシアターで “おむすびころりん”
「はあと＆はあと」の皆様

ラウンジがコンサート会場に
「プチ・バーバー」の皆様

ほけんだより
ロコモティブシンドローム
（ロコモ）について（その３）

　前回は、ロコモは運動器の機能が衰える病気
であることと、ロコモの特徴とロコチェックの
説明をいたしました。
　運動器の機能が衰えるならば「その予防が出
来ないか」ということは誰もが考えることです。
今回はその予防について説明いたします。
　ロコモの症状やその程度はさまざまですが、
どれくらい歩けるかによってその程度を判断し
ます。例えば、屋外を15分以上続けて歩ける場
合は「軽症」です。屋外は歩けないけれども、
屋内は歩けるなら「中等症」です。つかまり立
ちならできる、座ることならできるという場合
には「重症」になります。
　ロコモの症状の程度によりロコトレ（関節に
過剰な負荷をかけずに骨を強くし、筋肉を鍛え
る）のやり方もちがいます。自分にあった安全
な方法で、無理をせず、自分のペースで行ない
ましよう。食事直後の運動は避けましょう。痛
みを感じた場合は運動を中止し、医師に相談し
ましょう。

　ロコトレの代表的な運動を紹介します。
その①　開眼片脚立ち
　片方の脚で、左右１分間ずつ立ちます。足は
大きく上げる必要はありません。足は前に上げ
てもよいでしょう。重症の方は、机に手をつい
て行ないます。物足りない方は、ほかの動作を
とりいれます。
　左右１分間ずつ１日３回行ないましょう。
その②　スクワット
　椅子に腰かけるように、お尻をゆっくり下ろ
します。お尻を軽く下ろすところから始めて、
膝は曲がっても90度を超えないようにします。
深呼吸するペースで５～６回くりかえします。
これを１日３回行ないましょう。
　痛みを感じた場合は、お尻を下ろし過ぎない
ようにしたり、机を支えに使ったりしてみてく
ださい。
　介護を必要とせず、自立した生活ができる「健
康寿命」を延ばすためにも日頃から予防を心が
けましょう。また、“年だから”と諦めないこと
も大切です。

梨ノ木診療所所長　
医師　山㟢　征治 サイコロを振って

次の話題に進みます
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予
野
保
育
園

　

当
園
に
は
、
大
き
な
桜
の
木
が
三
本
あ
り
、

そ
の
内
の
二
本

が
染
井
吉
野
で
、

一
本
が
大
島
桜

で
す
。
今
年
も

見
事
に
咲
き
ま

し
た
。

　

保
育
園
の
近

く
の
花
垣
神
社

に
は
「
花
垣
の

八
重
桜
」
が
あ
り
、
地
域
の
方
々
が
大
切
に
育

て
て
下
さ
って
い
ま
す
。

　

ま
た
境
内
に
は
、
芭
蕉
が
元
禄
三
年
に
「
一

里
は
み
な
花
守
の
子
孫
か
や
」
と
詠
ん
だ
と
言

わ
れ
、
江
戸
時
代
の
後
半
に
建
て
ら
れ
た
句
碑

が
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
予
野
地
区
は
、
＂花
垣
の
庄＂
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
桜
の
花
に
特
別
の
思
い
を
寄

せ
る
人
た
ち
が
、
桜
を
愛
で
る
よ
う
に
、
健
や

か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
下

さ
って
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
日
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
五
月
人
形
を
飾
り
ま
す
。
五

月
人
形
が
か
ぶって
い
る
兜
に
興
味
を
持
ち
、さ

っ
そ
く
新
聞
紙
や
包
装
紙
で
兜
を
折
っ
て
遊
び

ま
し
た
。
段
飾
り
の
中
に
こ
い
の
ぼ
り
を
見
つ
け

「
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
た
い
」「
兜
を
う
ろ
こ
に

し
た
ら
ど
う
か
な
」
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
子

が
い
て
、
早
速
こ
い
の
ぼ
り
を
作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
尾
び
れ
と
背
び
れ
も
つ
け
や
な
、
こ

い
の
ぼ
り
泳
げ
へ
ん
」「
く
ち
ひ
げ
も
あ
る
で
」

な
ど
と
、
み
ん
な
で
気
づ
い
た
こ
と
を
出
し
合

い
協
力
し
て
作
り
ま
し
た
。

　

手
作
り
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
下
で
、
ダ
ン
ス
や

ゲ
ー
ム
あ
そ
び
を
楽
し
み
、
こ
い
の
ぼ
り
に
子

　５月21日、新緑の三田神社へ遠足に行きました。赤
い鳥居をくぐって本殿の前に来ると「お正月にここへ来
たことある」、「お祈りしたら願いごとかなうねんで」と、
両手を合わせる子もいました。帰途、畑仕事をしている
おじいさんに「お宮さんへ行って来てん」と話しかけると
「そうか良かったな。元気に大きくなりいや」と目を細め
てくれました。
　早苗が植えられた田んぼでは「あっ、おたまじゃくしと
あめんぼうが追いかけっこして
る」「どっちが早いかな」と身
を乗り出してながめ続けました。
緑いっぱいの自然の中で、春
を満喫した子どもたち。地域の
方々の温かい心と豊かな自然に
包まれて育っていることをうれし
く思います。
　今後も、自然と触れ合い、地
域の方 と々の交流を通じて、豊
かな感性と思いやりの心を育て
ていきたいと思います。

のどかな自然に囲まれて
〜三田神社への遠足〜

　　　　　　　　　　  三田保育園

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

自慢の手づくりこいのぼり

今にも泳ぎ出しそうです

花守庵でお花見をしました

「花垣の八重桜」がある花垣神社

赤い欄干の橋を渡って
帰路につきます

で
き
た
よ
み
ん
な
の
こ
い
の
ぼ
り
　
　

　
　
　
　
〜
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
〜

花
之
木
保
育
園

　
桜
を
愛
す
る
人
た
ち
に
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
見
守
ら
れ
て 
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イ
チ
ゴ
と
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
な
る
保
育
園

府
中
保
育
園

　

地
域
の
方
の
ご
協
力
で
敷
地
内
に
『
な

か
よ
し
農
園
』
が
開
園
し
て
八
年
に
な
り

ま
す
。
昨
年
秋
に
植
え
た
イ
チ
ゴ
は
四
月

に
は
白
い
花
を
咲
か
せ
、
五
月
の
中
旬
に

は
赤
く
色
づ
き
ま
し
た
。
農
園
の
横
の
道

を
通
って
登
園
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、
毎

年
収
穫
の
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
い
よ
い
よ
収
穫
の
日
、「
白
い
花
や
っ
た

の
に
赤
い
実
に
な
っ
た
な
」「
大
き
い
の
と

小
さ
い
イ
チ
ゴ
く
っつい
て
る
」「
そ
っ
と
取

ら
な
つ
ぶ
れ
る
よ
」
な
ど
、
つ
ぶ
や
き
な

が
ら
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
摘
み
取
り
ま
し

た
。
こ
の
イ
チ
ゴ
は
ジ
ャ
ム
に
し
て
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
を
作
り
ま
す
。

　

　

六
月
に
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
収
穫
を

し
ま
す
。
つ
な
が
っ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
見

て
「
本
物
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
形
は
か
わ
い
い

な
」「
早
く
食
べ
た
い
な
」
と
背
伸
び
を

し
て
採
る
喜
び
は
格
別
の
よ
う
で
す
。

　

地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

イ
チ
ゴ
と
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
栽
培
と
収
穫
を

通
し
て
一
人
ひ
と
り
の
＂食
への
関
心＂
を

育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

いちごがいっぱい

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
＂ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば＂

︱ 

家
族
の
き
ず
な
は
ふ
れ
あ
い
か
ら 

︱

心
身
障
害
児
療
育
施
設
か
し
の
み
園

　

か
し
の
み
園
で
は
、
保
護
者
が
障
が
い

の
理
解
と
子
ど
も
へ
の
適
切
な
関
わ
り
を

研
修
す
る
『
ふ
れ
あ
い
教
室
』
を
年
間

十
数
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
き

ず
な
が
療
育
の
成
果
を
期
待
で
き
る
と
、

親
子
・
兄
弟
・
姉
妹
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
二
十
二
日
、
上
野
東
小
学
校
体

育
館
で
「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ　

ふ
れ
あ
い

ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
五

組
の
家
族
と
卒
園
児
保
護
者
な
ど
総
勢

百
名
余
り
の
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
療
育
保
育
の
内
容
を

取
り
入
れ
た
遊
び
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

家
族
が
協
力
し
て
長
さ
の
違
う
紙
テ
ー
プ

を
集
め
、つ
な
い
だ
競
技「
長
い
の
だ
あ
れ
」

で
は
、
体
育
館
が
紙
テ
ー
プ
で
いっ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
職
員
が
大
型
絵
本
を
手
作
り
し

披
露
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
絵
本

「
お
ど
り
ま
す
」
が
一
ペ
ー
ジ
め
く
ら
れ

る
た
び
に
登
場
す
る
動
物
と
一
緒
に
「
メ

ケ
メ
ケ
フ
ラ
フ
ラ
」
と
口
ず
さ
み
、
子
ど

も
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
み
ん
な
の
体
が
揺

れ
、
大
き
な
踊
り
の
輪
に
な
り
ま
し
た
。

あ
る
お
父
さ
ん
は
「
日
頃
母
親
ま
か
せ
で

子
ど
も
と
接
す
る
機
会
が
少
な
い
が
、
今

日
は
友
だ
ち
や
家
族
と
一
緒
に
遊
ぶ
様

子
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。」
と
う

れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

療
育
保
育
に
は
、
家
族
の
理
解
と
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
楽
し
い
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
家
族
の

き
ず
な
が
一
層
深
ま
っ
た
ひ
と
と
き
で
し

た
。

大丈夫、お父さんがついてるよ

紙テープで家族のきずながつながりました

大型絵本「おどります」を見る参加者

摘み取ったイチゴでジャム作り 見事に実ったサクランボ
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去
る
、
五
月
二
十
五
日
に
ご
利
用
者
二
十
三

名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
六
名
と
職
員
十
名
の
合
計

三
十
九
名
で
桑
名
市
に
あ
る
「
な
ば
な
の
里
」

へ
出
か
け
ま
し
た
。
四
年
ぶ
り
の
旅
行
と
あ
っ

て
、
み
な
さ
ん
は
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
乗
っ
た
三
重
県
身
体
障
害
者
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
「
太
陽
号
」
は
新
車

で
乗
り
心
地
抜
群
で
す
。
車
内
で
は
恒
例
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
始
ま
り
十
八
番
の
歌
で
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

出
発
時
に
は
雨
模
様
で
し
た
が
み
な
さ
ん
の

願
い
が
届
い
た
の
か
、
バ
ス
を
降
り
る
と
汗
ば
む

く
ら
い
の
陽
気
に
な
り
、「
わ
ぁ
ー
!
う
ま
い
こ

と
晴
れ
て
く
れ
た
な
ぁ
」
と
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

雨
上
が
り
で
花
の
美
し
さ
も
映
え
「
ル
ピ
ナ

ス
の
花
が
き
れ
い
や
な
ぁ
」「
こ
の
バ
ラ
好
き
や

わ
ぁ
」
と
愛
で
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
散
策
し
ま

し
た
。
お
気
に
入
り
の
花
の
前
で
記
念
撮
影
を

し
、
ベ
ゴ
ニ
ア
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
た
り
、
橋
の
上

か
ら
鯉
に
餌
を
あ

げ
た
り
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
楽

し
み
は
食
事
で
す
。

園
内
マ
ッ
プ
片
手

に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
で
相
談
し
、

お
目
当
て
の
レ
ス

ト
ラ
ン
を
探
し
ま

し
た
。
焼
き
立
て

パ
ン
が
出
る
レ
ス
ト

ラ
ン
は
人
気
が
集

中
し
て
混
み
合
い

ま
し
た
。
イ
タ
リ

ア
ン
、
と
ん
か
つ
、
ハン
バ
ー
グ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
も
好
評
で
、
地
ビ
ー
ル
で
「
乾
杯
!
」
と
楽

し
ん
だ
方
も
い
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
「
家
族
へ
の
お
土
産
」
と
言
い
な

が
ら
大
き
な
袋
を
さ
げ
、
満
足
そ
う
に
バ
ス
に

乗
り
込
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
車
中
で
は

早
速
「
来
年
は
ど
こ
行
く
の
？
」
と
気
の
早
い

話
も
出
て
み
ん
な
で
大
笑
い
し
ま
し
た
。

　

長
年
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
、
細
や
か
な
心
遣
い
の
お
か
げ

で
、
楽
し
い
バ
ス
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

ルピナスが咲き誇る前で

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

上
野
点
字
図
書
館

　

視
覚
障
が
い
者
の
福
祉
や
文
化
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
録
音
図
書
の
製
作
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
く
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
講
習
会
を
、
今
年
度
も
六
月
九
日

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

音
訳
と
は
、
活
字
を
そ
の
通
り
に
音

声
に
置
き
換
え
る
作
業
で
す
。
聞
き
手

に
聞
き
取
り
や
す
く
、
正
確
に
伝
え
る

た
め
に
必
要
な
専
門
的
な
技
術
等
を
学

び
ま
す
。
近
年
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
って
の

作
業
も
増
え
て
い
ま
す
。ご
利
用
者
に
は
、

Ｃ
Ｄ
で
の
提
供
が
主
流
で
す
が
、
四
月
か

ら
は
視
覚
障
が
い
者
情
報
総
合
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
サ
ピ
エ
」
が
稼
動
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
音
声
デ
ー
タ
を
提
供
で

き
る
環
境
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

技
術
の
進
歩
に
よ
り
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
講
習

会
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
音
訳

者
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

音訳ボランティア養成講習会開講式

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
も
ご

一
緒
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。」
と
聞
き
慣

れ
た
声
と
い
つ
も
の
笑
顔
で
ご
利
用
者
に

声
を
か
け
ら
れ
て
活
動
室
へ
入
っ
て
来
ら

れ
る
田
山
紗
知
子
さ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
初
め
て
受
講
さ
れ
た
の
は
平
成
九

年
で
す
。
そ
の
翌
年
か
ら
毎
週
火
曜
日

に
来
園
さ
れ
一
緒
に
昼
食
を
食
べ
、
得
意

の
手
芸
を
活
か
し
、
創
作
活
動
や
さ
を

り
織
の
小
物
作
り
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

現
在
は
月
一
回
の
お
茶
の
会
や
散
歩
、

外
出
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
介
助
や
話
し
相

手
と
様
々
な
関
わ
り
を
し
て
下
さ
い
ま

す
。
十
三
年
に
わ
た
っ
て
の
ご
利
用
者
と

の
お
付
き
合
い
を
通
じ
て
、
障
が
い
者
の

良
き
理
解
者
で
あ
り
ひ
ろ
ば
に
と
っ
て
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ボランティア講座のパネリストとして
話される田山さん

田
山
さ
ん
と
の

  

　
長
い
お
付
き
合
い

 

︱
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
︱

か
し
の
木
ひ
ろ
ば

「なばなの里」で家族へのお土産選び

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
し
の
木
ひ
ろ
ば

心
待
ち
に
し
て
い
た
バ
ス
旅
行
　
　
　
　

　
　
　
　
︱
新
車
の
＂太
陽
号＂
に
乗
っ
て 

︱
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　小誌第20号発行にともない、私たちが何より
も大切にしている地域とのつながりを、ほんの一
部ですが特集いたしました。

　当法人を支えて下さっているたくさんの方々、
この会報を読んで下さっている全ての方に感謝の
気持ちをお伝えしたいと思います。

地域の皆様に支えられて地域の皆様に支えられて特集特集

育
室
に
は
花
瓶
に
見
立
て
花
を
生
け
た
プ
リ
ン
カ

ッ
プ
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
植
物
を
慈

し
む
心
が
育
って
い
ま
す
。

「
や
さ
し
い
ま
な
ざ
し
に
包
ま
れ
て
」
中
瀬
城
東
保
育
園

　

中
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
、
年
間
五
回

来
園
さ
れ
、
さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え
、
収
穫
し
た
野

菜
を
使
っ
て
の
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

心
に
寄
り
添
っ
た
口
調
で
語
り
か
け
て
下
さ
い
ま

す
。
交
流
の
回
を
重
ね

る
ご
と
に
子
ど
も
た
ち

は
、
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
の
背
中
や
腕
に
抱
き

つ
き
、
い
つ
も
と
違
う

表
情
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
世
代
間
の
交
流
を

通
し
て
人
と
触
れ
あ
う

心
地
良
さ
で
、
豊
か
な

感
性
が
育
つ
よ
う
に
と

願
って
い
ま
す
。

「
徳
平
お
じ
い
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
長
田
保
育
園

　

当
保
育
園
の
一
角
に
「
徳
平
文
庫
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
文
庫
は
、
当
法
人
の
盲
養
護
老

人
ホ
ー
ム
梨
ノ
木
園
で
生
活
さ
れ
て
い
る
山
口
徳

平
さ
ん
が
、
好
き
な
タ
バ
コ
を
や
め
て
「
地
元
の

子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
」
と
の
思
い
で
、
長
年

に
わ
た
り
贈
っ
て
下
さ
っ
た
も
の
で
す
。
今
で
は
、

二
百
三
十
冊
に
な
り
、

親
子
が
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
む
か
け
が
え
の
な
い

絵
本
に
な
って
い
ま
す
。

　

毎
年
、
徳
平
お
じ
い

さ
ん
を
お
招
き
し
て
＂あ

り
が
と
う
の
会＂
を
開

き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
曙
保
育
園
に
も

「
徳
平
文
庫
」
が
あ
り

ま
す
。

「
秋
ま
つ
り
参
加
」
古
山
保
育
園

　

毎
年
十
月
二
十
九
日
に
、『
田
守
神
社
』
で
秋

季
例
大
祭
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
園
児
が
保
護
者

と
と
も
に
、
御
渡
神
事

の
稚
児
神
輿
を
引
き
ま

す
。
法
被
姿
の
子
ど
も

た
ち
が
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ 

ワ

ッ
シ
ョ
イ
」
と
威
勢
よ

く
声
を
か
け
る
と
、
沿

道
の
方
々
が
囃
し
て
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。

「
上
野
徳
居
町
・
上
野
福
居
町
老
人
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
」
曙
保
育
園

　

年
三
回
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
交
流
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
回
を
重
ね
る
た

び
に
「
一
緒
に
遊
ん
で
」
と
、
お
年
寄
り
の
手
を

つ
な
ぎ
に
行
っ
た
り
、
話
し
か
け
た
り
で
き
る
よ

う
に
な
って
き
ま
し
た
。
お
手
玉
・
め
ん
こ
・
こ
ま

ま
わ
し
な
ど
の
伝
承
あ

そ
び
を
教
え
て
い
た
だ

き
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
歌
や
遊
戯

を
観
て
い
た
だ
き
、「
一

年
で
こ
ん
な
に
大
き
く

な
る
ん
だ
ね
」
と
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
喜
ん

で
も
ら
って
い
ま
す
。

「
伝
統
文
化
に
触
れ
て
」
府
中
保
育
園

　

茶
道
と
華
道
の
師
範

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
角
田
成

甫
先
生
の
ご
好
意
で
、

お
花
の
会
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
九
年
目

を
迎
え
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
花
に
も
命
が

あ
る
こ
と
を
教
わ
り
、

草
花
を
大
切
に
扱
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
保

「
合
同
避
難
訓
練
」
梨
ノ
木
園
・
第
二
梨
ノ
木
園
・
梨
丘
園

　

二
十
年
以
上
前
か
ら
毎

年
、
地
元
消
防
団
と
伊
賀

市
消
防
本
部
の
ご
協
力
の

も
と
、
合
同
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
あ
ら

ゆ
る
場
所
か
ら
の
火
災
を

想
定
し
、
き
び
き
び
と
し

た
動
き
の
消
防
団
員
と
、

そ
れ
を
参
考
に
す
る
職
員

が
連
携
し
て
避
難
誘
導
訓

練
を
行
な
い
、
最
後
に
消

防
団
に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

有
事
の
際
、
当
施
設

で
生
活
さ
れ
て
い
る
約

一
六
〇
名
の
ご
利
用
者

全
員
に
、
無
事
に
避
難

し
て
い
た
だ
く
に
は
、

地
域
の
皆
様
の
協
力
が

無
け
れ
ば
非
常
に
困
難

で
す
。
ご
利
用
者
の
安

全
を
守
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
合
同
訓
練
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

「
寺
町
の
方
々
に
感
謝
」
上
野
点
字
図
書
館

　

寺
町
の
自
治
会
長
さ
ん
を
中
心
に
寺
町
老
人

会
の
方
々
が
、
上
野
点
字
図
書
館
の
前
に
あ
る
花

壇
の
南
側
の
日
当
た
り
の
良
い
所
に
花
々
を
、
東

側
に
庭
木
を
植
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。
寺
町
老

人
会
の
方
々
は
、
朝
早

く
か
ら
花
壇
に
水
を
遣

っ
て
く
れ
た
り
、こ
ま
め

に
植
え
替
え
て
下
さ
って

い
ま
す
。
殺
風
景
だ
っ

た
花
壇
に
色
と
り
ど
り

の
季
節
の
花
々
が
咲
き
、

寺
町
通
り
を
通
行
す
る

人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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去
る
、
六
月
三
日
・
四

日
の
両
日
、
福
井
県
で
開

催
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人

日
本
盲
人
社
会
福
祉
施
設

協
議
会
主
催
の
第
五
十
八

回
全
国
盲
人
福
祉
施
設
大

会
に
お
い
て
、
梨
ノ
木
園

の
生
け
花
講
師
で
あ
る
田

中
美
代
子
さ
ん
、
上
野
点
字
図
書
館
の
点
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
卯
野
径
子
さ
ん
と
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
三

村
佐
弥
子
さ
ん
が
奉
仕
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
け
花
講
師
の
田
中
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら

月
一
回
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
講
師
と
し
て
来
園
し
て
下
さ

っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
員
は
田
中
さ
ん
か
ら
の
巧
み
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
全
身
で
季
節
の
花
々
を
感
じ
な

が
ら
、
見
事
な
作
品
を
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

卯
野
さ
ん
は
活
動
歴
十
五
年
で
す
。
蔵
書
の
点
訳
・

校
正
を
中
心
に
、
名
張
市
広
報
の
点
訳
や
、
視
覚
に
障

が
い
を
持
っ
た
学
生
の
教
科
書
や
参
考
書
の
点
訳
お
よ

び
地
域
の
小
中
学
校
へ
点
字
の
指
導
に
行
っ
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。
三
村
さ
ん
は
活
動
歴
二
十
年
で
、
蔵
書
の

音
訳
・
校
正
を
中
心
に
、
伊
賀
市
広
報
や
雑
誌
の
音
訳

お
よ
び
盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
梨
ノ
木
園
ご
利
用
者
へ
の

読
み
聞
か
せ
を
し
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
多
年
の
ご

奉
仕
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
本
盲
人
社
会
福
祉
施
設
協
議
会

奉
仕
者
表
彰
受
賞

私も子どもも触れ合うなかで笑顔の時間が増
える。そんな保育士を目指していきたい。
【曙保育園】Ｕ・Ｈ

他者から学び、得ようとする姿勢で自ら手を
差し伸べることができる福祉人を目指す。
【睦保育園】Ｍ・Ａ

利用者の方々に満足していただけるよう、仕
事一つ一つに尽力していきたいと思います。
【三田保育園】Ｙ・Ａ

笑顔と健康を大切に、子どもの目線になって
考えられる保育士を目指して頑張ります。
【中瀬城東保育園】Ｆ・Ｉ

社会人として、保育士として自覚をしっかり
と持ち、後悔のない日々を送りたいです。
【予野保育園】Ｉ・Ａ

子ども達や保護者の方々にいつも笑顔を絶や
すことのない、明るい保育士になりたい。
【長田保育園】Ｓ・Ｔ

何事も積極的に取り組み、笑顔と感謝の気持
ちを忘れない。そして自分自身も楽しむ。
【古山保育園】Ａ・Ｙ

常に向上心を持ち、日々学び、日々前進でき
るよう努力をしていきたいです。
【みどり保育園】Ｔ・Ａ

なんでも学び吸収しながら、毎日笑顔を絶や
さず、頑張りたいです。
【みどり保育園】Ｓ・Ａ

素直な気持ちを忘れず、先輩から学んだこと
を保育に生かし成長していきたいです。
【みどり保育園】Ｔ・Ｙ

周囲の方々への感謝を忘れることなく、笑顔
と素直な気持ちで日々成長していきたい。
【ひかり保育園】Ｙ・Ｎ

“健康第一”規則正しい生活を心がけ、心身
共に健康で、笑顔を忘れずがんばります。
【みどり第二保育園】Ｉ・Ｍ

資質の向上に努め、子ども達や保護者の方か
ら信頼してもらえる保育士になりたいです。
【みどり第二保育園】Ｋ・Ｍ

周りの方々に支えて頂いている事に感謝する
事を忘れず、笑顔溢れる保育士でありたいで
す。
【府中保育園】Ｓ・Ｙ

辛い時も楽しい時も初心を忘れずに、一つ一
つの仕事に誇りを持って働いていきます。
【ゆめが丘保育所】Ｉ・Ｙ

わからない事ばかりで思うように仕事が進み
ませんが、いつか社会福祉に貢献したいです。
【ゆめが丘保育所】Ｋ・Ｓ

聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥。何事
も積極的に尋ねて成長していきたいと思い
ます。
【ゆめが丘保育所】Ｉ・Ｋ

まだまだ目の前の仕事を覚える作業で精一杯。
早く仕事をこなせるように努力したいです。
【梨ノ木園】Ｏ・Ｔ

小さな事にも気付ける職員になれるよう、通
り過ぎない生活を心がけたいです。
【梨ノ木園】Ｍ・Ｙ

仕事に愛情を持てれば、仕事には魂が入る。
魂が入るから人の心を動かせる仕事になる。
【梨ノ木園】Ｙ・Ｓ

何事にも進んでチャレンジする気持ちを忘れ
ずに仕事に取り組んでいきたいと思います。
【第二梨ノ木園】Ｍ・Ｍ

座右の銘は「努力に勝る物はなし」です。常
に目標を持ち努力し続けます。
【第二梨ノ木園】Ｙ・Ａ

私の抱負は「笑顔」です。常に笑顔で明るく
仕事をがんばります。
【第二梨ノ木園】Ｍ・Ｈ

利用者が安心して施設を利用できるように正
確かつ温かみをもった支援がしたいです。
【第二梨ノ木園】Ｓ・Ａ

たくさんの事を学び、経験し、失敗を忘れず
バネにし、努力していきたいです。
【梨丘園】Ｋ・Ｔ

初心を忘れず、毎日一歩ずつ前進していく。
【梨丘園】Ｔ・Ａ

当法人主催の新任職員研修を終えた直後、26名のフレッシュな声を聞きました。希望
と決意を胸に、それぞれの施設でがんばるルーキーをよろしくお願いいたします。

生け花講師　田中美代子さん

点訳ボランティア
卯野径子さん

音訳ボランティア
三村佐弥子さん
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《
団
体
》　—

敬
称
略
・
順
不
同—

《
個
人
》　—

敬
称
略
・
五
十
音
順—

▪
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
▪

（
平
成
22
年
３
月
〜
平
成
22
年
５
月
）

井
岡　
　

昭
、
稲
森
千
鶴
子
、
稲
森　

光
子
、

稲
森　

律
子
、
上
田　
　

一
、
上
野
千
代
子
、

太
田　

久
子
、
岡
田　

茂
樹
、
岡
森　

金
一
、

岡
森　

泰
造
、
岡
森
眞
理
子
、
小
川　

秀
貴
、

奥
田　

英
夫
、
奥
田
や
え
子
、
角
谷　

信
昭
、

門
田　
　

進
、
北
泉　

優
子
、
葛
岡
ヱ
ミ
子
、

小
林
ふ
じ
智
、
佐
々
木
京
子
、
清
水　

栄
子
、

清
水
み
ど
り
、
杉
本
ち
え
み
、
角
田　

成
子
、

角
田　

充
代
、
竹
島　

和
美
、
田
中
美
代
子
、

玉
台　

正
和
、
田
矢
千
栄
子
、
田
山
紗
知
子
、

塚
本　

勇
夫
、
塚
本　

初
子
、
辻
本　

虎
雄
、

戸
髙　

久
昭
、
豊
岡　

百
子
、
豊
田　
　

實
、

中
川　

定
子
、
中
森　
　

勇
、
中
森
美
代
子
、

中
森　

洋
子
、
中
山　

洋
美
、
西
口　

勇
雄
、

西
田　
　

誠
、
西
出　

成
子
、
藤
井　

充
子
、

藤
島　

千
代
、
藤
森　

直
美
、
藤
森　

三
重
、

前
川　
　

悟
、
前
川　

光
枝
、
前
田　
　

修
、

前
田　
　

洋
、
松
生
み
ね
子
、
松
田　

玉
江
、

松
田　

初
子
、
松
田　

雅
子
、
南
出　

寛
三
、

宮
土　

和
子
、
本
村
幸
四
郎
、
森　
　

令
子
、

森
岡　

佑
子
、
森
下　

弘
子
、
森
田　

満
枝
、

森
中　

一
美
、
矢
口
キ
ヌ
代
、
矢
倉　
　

昌
、

保
田
耕
三
郎
、
山
口　

義
美
、
山
田　

龍
男

上
野
点
訳
奉
仕
グ
ル
ー
プ
あ
い
、

上
野
音
訳
グ
ル
ー
プ
し
の
び
、

名
張
点
訳
グ
ル
ー
プ
あ
か
り
、

名
張
音
訳
グ
ル
ー
プ
こ
だ
ま
、

伊
賀
マ
ジ
ッ
ク
倶
楽
部
、
絵
手
紙
い
ろ
は
、

絵
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
も
こ
も
こ｣

、

カ
マ
キ
リ
部
隊
、
蕉
門
ホ
ー
ル
「
語
り
部
塾
」、

は
あ
と
＆
は
あ
と
、
プ
チ
・
バ
ー
バ
ー
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
ゆ
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
、

伊
賀
市
消
防
本
部
、

伊
賀
市
消
防
団
西
部
分
団
長
田
部
・
猪
田
部
、

小
田
町
公
民
館
、
小
田
町
自
治
会
、

し
ら
さ
ぎ
地
区
主
任
児
童
委
員
、

寺
町
自
治
会
、
寺
町
老
人
会
、

中
瀬
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

三
重
県
共
同
募
金
会
、ゆ
め
が
丘
地
区
民
生
委
員
、

伊
賀
地
区
交
通
安
全
協
会
女
性
部
会
、

伊
賀
市
上
野
視
覚
障
害
者
福
祉
会
、

チ
ャ
ー
チ
ル
会
上
野
、
黒
住
教
上
野
中
教
会
、

平
井
神
社
、
日
蓮
宗
法
音
寺
上
野
支
院
安
立
寺
、

小
川
整
備
、
小
川
モ
ー
タ
ー
ス
、
西
尾
デ
ン
キ
、

日
本
フ
ァ
イ
ン
、
人
形
の
ま
る
よ
し

介護保険収入
自立支援費収入
利用料収入
措置費収入
運営費収入
私的契約利用料収入
その他の事業費収入
経常経費補助金収入
寄附金収入
雑収入
引当金戻入
借入金元金償還補助金収入
国庫補助金等特積立取崩額
    事業活動収入計
人件費支出
事務費支出
事業費支出
減価償却費
徴収不能額
利用者負担減免額
引当金繰入
    事業活動支出計
   【事業活動収支差額】
借入金利息補助金収入
受取利息配当金収入
会計単位間繰入金収入
経理区分間繰入金収入
    事業活動外収入計
借入金利息支出
会計単位間繰入金支出
経理区分間繰入金支出
    事業活動外支出計
   【事業活動外収支差額】
    【経常収支差額】
施設整備等補助金収入
その他の収入（事業活動）
    特別収入
固定資産売却損処分損
国庫特別積立金積立額
その他の支出（事業活動）
    特別支出
   【特別収支差額】
    【当期活動収支差額】
  〔前期繰越活動収支差額〕

【当期末繰越活動収支差額】
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額

【次期繰越活動収支差額】

385 , 3 1 4
1 9 3 , 0 3 6
2 2 , 0 7 8

1 8 8 , 9 6 2
1 , 0 3 0 , 8 5 5

4 , 4 6 3
6 2 , 1 7 9

2 2 3 , 9 1 5
9 , 9 8 8

2 4 , 5 3 9
1 3 9 , 4 5 1

8 , 0 0 0
7 0 , 1 7 0

2 , 3 6 2 , 9 5 0
1 , 5 4 5 , 2 9 8

1 7 4 , 2 3 0
2 9 3 , 5 3 0
1 2 6 , 6 8 3

3 4
4 9 7

1 3 9 , 2 4 3
2 , 2 7 9 , 5 1 5

8 3 , 4 3 5
288
294

6 , 1 0 0
5 4 , 5 0 0
61 , 1 8 2

866
6 , 1 0 0

5 4 , 5 0 0
61 , 4 6 6

- 2 8 4
8 3 , 1 5 1
13 , 5 3 0

2 6 8 , 3 1 9
281 , 8 4 9

310
13 , 5 3 0

2 6 7 , 9 8 3
281 , 8 2 3

2 6
8 3 , 1 7 7

838 , 0 9 5
921 , 2 7 2

6 , 8 3 6
7 8 , 2 1 3

849 , 8 9 5

勘  定  科  目 決  算  額

　

七
月
に
入
り
、
長
か

っ
た
梅
雨
も
明
け
本
格

的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
世
間
は
相
変
わ

ら
ず
不
透
明
な
情
勢
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
私

た
ち
も
す
べ
て
人
ご
と

と
は
思
わ
ず
、
一
人
ひ

と
り
が
当
事
者
意
識
を

し
っ
か
り
持
ち
、
職
務

を
全
う
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
で
会
報
も
節
目

の
第
二
十
号
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
当
法
人
が

た
く
さ
ん
の
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
い

る
お
か
げ
で
あ
る
と
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

二
十
号
で
は
「
地
域

の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
」
を
特
集
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
皆

様
の
温
か
い
ご
意
見
、

ご
感
想
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
編
集
子
Ｎ
）

資金収支計算書（法人全体）
平成21年4月1日〜平成22年3月31日

事業活動収支計算書（法人全体）
平成21年4月1日〜平成22年3月31日

貸借対照表（法人全体）
平成21年4月1日〜平成22年3月31日

（千円） （千円） （千円）

〜  平成21年度 当法人の決算諸表（公益事業会計含む） 〜

385 , 3 1 4
1 9 3 , 0 3 6
2 2 , 0 7 8

1 8 8 , 9 6 2
1 , 0 3 0 , 8 5 5

4 , 4 6 3
6 2 , 1 7 9

2 2 3 , 9 1 5
9 , 9 8 8

2 4 , 5 3 9
2 8 8
2 9 4

6 , 1 0 0
5 4 , 5 0 0

2 , 2 0 6 , 5 1 1
1 , 5 4 6 , 9 8 7

1 7 4 , 2 3 0
2 9 3 , 5 3 0

8 6 6
6 , 1 0 0

5 4 , 5 0 0
4 9 7

2 , 0 7 6 , 7 1 0
1 2 9 , 8 0 1

13 , 5 3 0
13 , 5 3 0
48 , 8 6 2
48 , 8 6 2

- 3 5 , 3 3 2
8 , 0 0 0
6 , 8 3 6

14 , 8 3 6
11 , 5 0 4
7 8 , 2 1 3

3 4
89 , 7 5 1

- 7 4 , 9 1 5
1 9 , 5 5 4

244 , 9 4 0
264 , 4 9 4

決  算  額
介護保険収入
自立支援費収入
利用料収入
措置費収入
運営費収入
私的契約利用料収入
その他の事業費収入
経常経費補助金収入
寄附金収入
雑収入
借入金利息補助金収入
受取利息配当金収入
会計単位間繰入金収入
経理区分間繰入金収入
    経常収入計
人件費支出
事務費支出
事業費支出
借入金利息支出
会計単位間繰入金支出
経理区分間繰入金支出
利用者負担減免額
    経常支出計
   【経常活動資金収支差額】
施設整備等補助金収入
    施設整備等収入計
固定資産取得支出
    施設整備等支出計
   【施設整備資金収支差額】
借入金元金償還補助金収入
積立預金取崩収入
    財務収入計
借入金元金償還支出
積立預金積立支出
流動資産評価減資金減少額
    財務支出計
   【財務活動資金収支差額】
  ＜当期資金収支差額合計＞
  〔前期末支払資金残高〕
    当期末支払資金残高

勘  定  科  目
357 , 8 3 6
1 2 3 , 5 1 9
2 3 3 , 7 2 8

6 1
5 0 8
2 0

2 , 6 5 8 , 7 5 4
1 , 7 6 0 , 0 1 6
1 , 5 7 2 , 5 6 0

1 8 7 , 4 5 6
8 9 8 , 7 3 8

1 5 3
2 9 , 1 8 2
2 3 , 6 2 1
9 , 7 9 9

9 6 , 5 9 1
4 , 1 7 5

8 9 9
1 1

9 7 , 7 7 2
3 5 , 0 0 0
5 , 0 0 0

7 3 , 7 0 0
1 7 1 , 3 2 0
4 4 , 7 0 3

1 0 2 , 3 0 0
1 4 3 , 5 1 2
6 1 , 0 0 0

3 , 0 1 6 , 5 9 0
193 , 3 0 0
7 8 , 3 1 7
2 , 9 6 1

1 2 , 0 6 4
9 9 , 9 5 8

1 7 8 , 6 2 8
3 5 , 1 1 6

1 4 3 , 5 1 2
371 , 9 2 8
111 , 3 1 3

1 , 0 9 2 , 6 5 9
5 9 0 , 7 9 5
849 , 8 9 5

83 , 1 7 7
2 , 6 4 4 , 6 6 2
3 , 0 1 6 , 5 9 0

経
常
活
動
資
金
収
支
の
部

財
務
活
動
資
金
収
支
の
部

施
設
整
備
資
金
収
支
の
部

繰
越
活
動
収
支
の
部

事
業
活
動
収
支
の
部

事
業
外
活
動
収
支
の
部

特
別
収
支
の
部

決  算  額勘  定  科  目
流動資産
  現金預金
  未収金
  立替金
  前払金
  仮払金
固定資産
 固定資産（基本財産）
  建物
  土地
 固定資産（その他固定資産）
  建物
  構築物
  機械及び装置
  車輌運搬具
  器具及び備品
  ソフトウェア
  権利
  投資有価証券
  措置施設繰越特定預金
  建設積立預金
  償還積立預金
  人件費積立預金
  修繕積立預金
  備品等購入積立預金
  保育所施設設備整備積預金
  退職共済掛金
  その他積立預金
    資産の部合計
流動負債
  未払金
  預り金
  仮受金
  賞与引当金
固定負債
  設備資金借入金
  退職給与引当金
      負債の部合計
基本金
国庫補助金特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動収支差額

（うち当期活動収支差額）
      純資産の部合計
    負債及び純資産の部合計

純
資
産
の
部

負
債
の
部

資
　
　
　
産
　
　
　
の
　
　
　
部



芭
蕉
の
森

至 木津 JR関西線

R163
●GS

●GS

●石材店

●

だんじり会館伊賀上野城

伊賀市役所 裁判所

俳聖殿

木
　津
　川

至 亀山

至 亀山

至 奈良

岩倉峡

治田I.C.

至 大阪

至 名古屋

大内I.C.

上野I.C.

至 名張

至 青山

上野東I.C.

市民病院

蓑虫庵

愛宕神社

ふるさと芭蕉の森
鍵屋辻

友生I.C.

中瀬I.C.

伊賀上野

新居

服部川 府中保育園

上野市
西大手 広小路

茅町

桑町

猪田道

市部

伊
賀
鉄
道

至 伊賀神戸

三田保育園

ひかり保育園

曙保育園
キッズうえの

  かしの木ひろば
伊賀市盲人ホーム

中瀬城東
保育園

みどり第二保育園

みどり保育園
かしのみ園

長田保育園

花之木保育園

名阪国道

予野保育園
古山保育園

ゆめが丘保育所

友生保育園

ゆめドーム

睦保育園

フレンズうえの第2フレンズ
　　　うえの

文

文

長田小

花垣小

文 三田小

文
崇廣中

文
上野高校

文古山小

文
中瀬小

文 上野商業高校

文

文

東小

上野農業高校

N

伊賀市社会事業協会法人本部

名阪上野ドライブイン

文府中小

上野点字図書館

税務署

しらさぎ
　クリーンセンター

●
GS

文 友生小

梨ノ木園
第二梨ノ木園
老人ショートステイ
老人デイサービスセンター
在宅介護支援センター
梨丘園

梨ノ木診療所

26

21

11

27

28

24

25

23
22

29

（10）
2010年７月15日

施
設
案
内
み
ど
り
第
二
保
育
園

〜
友
だ
ち
と
あ
そ
び
共
に
育
ち
あ
う
〜

　

み
ど
り
第
二
保
育
園
は
、
市
街
地
南
部
、

明
る
く
閑
静
な
住
宅
地
に
あ
り
ま
す
。
昭

和
四
十
八
年
に
上
野
市
（
現
伊
賀
市
）
立

養
護
老
人
ホ
ー
ム
恒
風
寮
の
跡
地
に
新
築

開
園
し
ま
し
た
。
当
園
は
、
子
育
て
と
就

労
の
両
立
支
援
を
図
る
た
め
延
長
保
育
事

業
、
一
時
預
か
り
事
業
、
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭

へ
子
育
て
支
援
事
業
「
に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば
」

を
開
催
し
、
遊
び
場
の
提
供
や
育
児
相
談

を
実
施
し
、
子
育
て
中
の
保
護
者
が
楽
し

く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
き
ょ
う
だ
い
関
係
や
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
当
園
で
は
、
年
齢
別
保

育
と
と
も
に
三
・
四
・
五
歳
児
の
た
て
わ
り

保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
き
い
子
は

小
さ
い
子

の
世
話
を

す
る
こ
と

で
、
思
い

や
り
や
い

た
わ
り
の

心
が
育
つ

よ
う
で
す
。

ま
た
小
さ

い
子
は
大

き
い
子
の

☆この会報に掲載した個人情報は、ご本人もしくはご家族の承諾をいただいております。

姿
を
見

て
、
自
分

も
同
じ
よ

う
に
や
っ

て
み
よ
う

と
い
う
気

持
ち
を
持

ち
、
自
信

へ
と
つ
な

が
っ
て
い

く
よ
う
で

す
。
時
に

は
ぶ
つ
か

り
合
い
、
け
ん
か
を
し
な
が
ら
も
助
け
合

え
る
と
い
う
異
年
齢
の
関
係
が
、
き
ょ
う

だ
い
の
よ
う
な
関
係
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
か
ら
三
月
に
か

け
て
、
園
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
な
い

ま
し
た
。
工
事
に
伴
な
い
園
名
と
同
じ
み

ど
り
色
に
塗
り
替
え
ら
れ
た
外
壁
は
、
園

庭
の
桜
や
藤
の
花
と
調
和
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
や
地
域
の
方
々
も
「
す
て
き

な
保
育
園
に
な
り
ま
し
た
ね
」
と
喜
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
子
育
て
支
援
施
設
と
し

て
の
役
割
を
担
い
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
健
康
で
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

みどり色に塗り替えられ美しくなった園舎

広い園庭で遊ぶ子どもたち

平成22年度　心身障がい児者ボランティア講座
受講者募集のお知らせ

会場：かしの木ひろば他　時間：午前10時〜12時（一部変更あり）
〜お問合せ･お申込み〜　かしの木ひろば　伊賀市上野寺町1184-2　
　　　　　　　　　　　 TEL/FAX　0595−21−2745

開催日

6月26日
（土）

7月24日
（土）

8月28日
（土）

9月22日
（水）
9月23日
（木）

10月16日
（土）

11月27日
（土）

1月22日
（土）

2月26日
（土）

内　容　・　講　師
開講式
挨拶　伊賀市健康福祉部障がい福祉課 課長 増田政美氏
講演　「開講にあたって」
講師　伊賀市社会事業協会 理事長 西岡時彦
　　　かしのみ園 園長 森田展代
　　　かしの木ひろば 園長 稲森美智子
　　　梨丘園 副園長 楠原久美子
講演　「ボランティア活動とは」
講師　皇學館大学 社会福祉学部　教授 守本友美氏
講演と実技　「車イス体験」
講師　三重県身体障害者総合福祉センター
　　　作業療法士 橋本年代氏
ボランティア体験　梨丘園　かしの木ひろば
担当　梨丘園 副園長 楠原久美子
　　　かしの木ひろば 園長 稲森美智子
講演　「ユニバーサルデザインについて」
講師　静岡英和学院大学人間社会学部 地域福祉学科
　　　（元身障センター職員）准教授 白山靖彦氏
見学　社会福祉法人青葉仁会
　　　知的障害者入所授産施設あおはにの家
　　　知的障害者入所更正施設萌あおはに
場所　奈良市杣ノ川町50番地1
講演　「ボランティアをするにあたって」
講師　皇學館大学 社会福祉学部　教授 守本友美氏
閉講式挨拶　伊賀市社会事業協会 理事長 西岡時彦
座談会　かしの木ひろば 園長 稲森美智子
ボランティア講座を終えて　かしのみ園 園長 森田展代
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